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石狩市では、消費者の食の安全・安心や健康への関心の高まりにより、〝地産地消の推進"
が図られている。平成24年度の本学のゼミ活動において、石狩産小麦を用いた商品「いしか
りベーグル」の開発及び加工販売を行うことにより、地域への貢献の可能性を示すことがで
きた。その後の「いしかりベーグル」の発展・継続について勘案していたところ、福祉事業
サムリブより加工販売引継の要請があった。石狩市では障がい者就労支援の取り組みが行わ
れているが、地域の大学生が、直接福祉事業所利用者に製造技術を支援した例はみられない。
利用者が技術を身につけ自己の確立に寄与できることは有意義であり、本研究では、「いしか
りベーグル」のレシピ譲渡とともに、利用者の製造技術獲得への支援をすることを目的とし
た。その結果、石狩産小麦を用いたベーグルのレシピ譲渡・利用者の製造技術獲得ができた
ことで地産地消活動の拡大に貢献することが可能となった。
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１．背景
⑴ 石狩市における地産地消と障がい者の雇用
恵まれた自然に囲まれ、新鮮で安全な食材の宝庫で
ある石狩市では、この地域ならではの「食」に力を注
いでおり、農業総合支援センターとの連携により消費
者にアピールできるような新たな特産品の開発を行っ
ている。具体的には、新港地域が有する流通加工と、
地元食材を活かした新商品の開発や、加工、販売方法
を開拓し、１次産業と２次、３次産業が連携し、６次
産業化を進めることで、地域の活性化と同時に経済の
伸展を図っている웋웗。また、地域のものを地域で消費す
る〝地産地消"はこれまでも施策の一つに位置付けて
推進しており、石狩市の学校給食における地場農産物
の使用率（重量ベース）が、平成18年度の38.6％から
平成22年度に45.5％に上昇したことや、JAいしかり
地物市場とれのさと（以下とれのさと）の〝地産地消"
をテーマにしたイベントにおいて、入場者数および売
上の上昇などが、〝地産地消"に対する関心の高まりを
裏付けている워웗。さらに平成24年には、とれのさとに
おいて、JA北石狩女性部厚田支所農業加工販売グ
ループによる『しその想い』、市内の農家女性グループ
であるおやふる工房による『塩麹』、そして藤女子大学
のゼミ活動において石狩産小麦「春よ恋」を使用した
『いしかりベーグル』の加工販売など、いくつかの市民
グループが〝地産地消"に関する独自の取組みを行っ
ており、地域の農水産物に対する理解が高いことが窺
える。その関心や理解をさらに深め、石狩農業を支え
る応援団を増やしていくことが大切である워웗とされて
いる。一方、石狩市における、障がい※1福祉の分野で
は、障がい者が安心して地域生活を営むことができる
支援体制づくりや就労・雇用などについて、さらなる
推進が求められている웍웗。また厚生労働省では「障害者
自立支援法」を「障害者の日常生活及び社会生活を総
合的に支援するための法律（障害者総合支援法）」とし
ている웎웗。これらは、法に基づく日常生活・社会生活の
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支援が、共生社会を実現するため、社会参加の機会の
確保及び地域社会における共生、社会的障壁の除去に
資するよう、総合的かつ計画的に行われるための法律
である。
石狩市障がい者福祉計画の策定にあたり、障がい福
祉サービスの利用者に対し、「今後石狩市に望むこと」
について石狩市がアンケート調査を行った結果、最も
多かったのが障がい者の働く場の確保（49.7％）であっ
た。また、その他に「近くで進学、就職できる環境を」、
「障がい者の就労施設をつくってほしい」、「雇用の充
実」、「障がい者が健常者と同様の地域生活が送れる様
に」などという意見が見られた웍웗。このような結果を受
け、計画の実現に向けた方策の１つとして、「就労支援
体制の整備」が挙げられている。ここでは、障がい者
が自立した生活を送るために、一般就労から福祉的就
労まで多様な就労機会の確保と雇用の促進に努めてい
る。主な施策として、就労継続支援事業所の利用促進、
自主製品を販売・PRするために福祉ショップの設置
促進、求人に対する情報提供の周知、インターンシッ
プの実施要請、在宅ワーク等の推進などの計13項目が
策定されており、重要課題として積極的に推進してい
る。
⑵ 指定障害福祉サービス事業所サムリブ高岡
石狩市の障がい福祉施設は、居宅介護・生活介護・
グループホーム・ケアホーム・就労継続支援Ａ型およ
びＢ型・地域活動支援センターなど17種類であり65
の施設がある。NPO法人サムリブは、平成25年４月
にNPO法人の認可、さらに同年７月に障害者総合支
援法（旧自立支援法）に基づく指定を受け、指定障害
福祉サービス事業所サムリブ高岡（以下サムリブ）と
して運営を行っている。事業内容としては、就労継続
支援Ｂ型事業（定員10名）と生活介護事業（定員10名）
の多機能型で運営しており、現在前者10名、後者５名
の計15名が通所している。「サムリブ」という名称に
はノルウェー語で〝samliv"＝協働生活（一緒に働いて
暮らす。共同して、生活する）という思いが込められ
ている웏웗。図１に当該施設の暮らしの目標・事業目標원웗
を示す。
サムリブでの作業は、農業生産とその加工・販売、
手工芸品などの生産を柱としており、その内容は、①
卵磨き→石狩市八幡町高岡の農場であるノーザン・
ノーサン※2から委託されている鶏卵「イコロラン」の
「磨き」・「計量」・「パック詰め」作業および販売、②畑
作業→近隣農家の野菜のハウス栽培および収穫作業、
③豆の選別→はるきちオーガニックファーム※3で収
穫した豆の選別（冬季限定）である。これらの作業と
並行して、石狩市６次産業化推進事業として、④地域
の主要作物であるミニトマトを使用したピューレ作
り、そして、本研究の対象である⑥平成26年４月加工
販売予定の石狩産小麦「春よ恋」を使用した「いしか
りベーグル」の製造練習などがある。
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～10：00 来所
10：00～ 利用者全員が集まり、ミーティン
グを行う。（自分の体調・気分等に
合わせて当日行う作業を自ら決定
する）
10：30～ 午前の部 作業開始
12：15～ 昼食、休憩
13：00～ 午後の部 作業開始
16：30～ ミーティングを行う。その日行っ
た作業について一人一人発表す
る。
17：00～ 帰宅
図2 サムリブの１日のスケジュール
私たちの暮らしの目標
サムリブ高岡では「支援する」側と「支援される」側の違いは問題にな
りません。それぞれが持つ力を出し合って支え合うことが「共働し共同
する」ことを意味するからです。
しかしサムリブ高岡はたしかに障がい者の生活と労働を支援する事業所
です。
だから私たちは、次のことを日々の暮らしの目標に立てています。
１．障がい者と支援者が共働します
２．障がい者を甘やかしたりしません
３．だけど障がい者が主役です
４．支援者の自由な発想で支援します
私たちの事業目標
１．農業、農産物の加工やその販売を中心に、さまざまな手工芸品の創
作活動などを織り交ぜながら、地域で生活出来る基盤をつくります。
２．住居の整備をおこない、全てのヴィレジャ （ー「住民」の意で、サム
リブの利用者とスタッフの全員を言います）がこの地で暮らしを立て
る事が出来るように進めます。
３．…そして10年後…私たちの夢はぶどう栽培とワイナリーの経営…
です。
貧乏は辛い。しかし、精神的な貧困はもっと辛い。
私たちと一緒に寛容で豊かな地域社会づくりに挑戦してみないかい？
図1 暮らしの目標・事業目標
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サムリブはイギリスの「キャンプヒル」というコミュ
ニティーを目指している。これは障がい者が健常者と
助け合いながら共に暮らし、各自の能力に合わせてで
きる仕事を、生活の一部として行なっている「障がい
者のための共同体」である。このようにサムリブでも
当該施設利用者（以下利用者）本人が、担当する作業
を体調・気分等に合わせて自ら決定し主体的に活動し
ている。図２にサムリブの１日のスケジュールを示し
た。
２．研究目的
石狩市では、消費者の食の安全・安心や健康への関
心の高まりにより、〝地産地消"の動きがこれまでにな
く拡がり、〝地産地消フェスタ"の開催やいしかり地産
地消の店認証制度の創設、とれのさとのオープンなど
により〝地産地消の推進"が図られている웋웗。平成24年
度の藤女子大学のゼミ活動において、石狩産小麦を用
いた商品「いしかりベーグル」の開発及び加工販売を
行うことにより、地域への貢献の可能性を示すことが
できた웑웗。今後、「いしかりベーグル」をどのように発
展させ、さらに継続させていく方法を勘案していたと
ころ、サムリブより加工販売引継の要請があった。
サムリブは平成25年４月より認可を受けた事業所
であり、近隣の農家や養鶏場の支援を受け利用者らが
その場で就労している。このように地域では障がい者
就労支援の取り組みが行われているが、地域の大学生
が、直接福祉事業所利用者に製造技術を支援した例は
みられない。また、様々な障がい者福祉施設において、
利用者の就労の場としてパン製造を行っている事例は
多数あるが、ベーグル製造をしている事例はない。ベー
グルは小麦粉・砂糖・イースト・塩・水の５つの材料
で作ることができ、作業工程はパン製造より僅かに複
雑であるものの、類似していることから利用者の適性
や能力に合わせて技術獲得への支援を行っていけば、
ベーグル製造は可能であり、また、内容材料の種類を
変えてもほぼ同じ工程で作れることから、利用者らが
製造技術を獲得できればオリジナルの商品の開発にも
繫がる。これらのことから、利用者が技術を身につけ
主体的な自己の確立に寄与できるように支援していく
ことは有意義であることが示唆され、本研究では、ゼ
ミ活動の一環として、石狩産小麦を用いた「いしかり
ベーグル」のレシピ譲渡とともに、利用者の製造技術
獲得への支援をすることを目的とした。
３．方法
⑴ 調査対象
調査対象者は利用者Ａさん（女子）、18歳、知的障害
者（程度：中度～軽度）、自閉的傾向がある。家族構成
は父・母・兄・姉である。Ａさんは、平成25年３月に
高等養護学校を卒業し、同年３月よりサムリブへの通
所を開始した。
Ａさんの障害に関しては、家族の意向により正確な
症状は、確認できなかった。しかし、施設の生活支援
員（以下、支援員）によると、日常生活の行動として、
順番にこだわりがあり、少々変わるだけでも戸惑って
しまう。また、頭の中を整理してからでないと話せず、
話し出すまでに時間がかかるという特徴がある。ただ
し、身支度など日常の身の回りのことは自分ででき、
文章を書くことなども可能である。サムリブでの活動
は、10：00よりミーティングが始まり、自らその日に
行う作業を決定する。作業は午前・午後の２部制に分
かれており、Ａさんは卵磨きやビーズづくり等を行っ
ている。
⑵ 調査方法
ベーグルの製造・加工販売活動及び技術支援（以下
活動）は平成25年４月～９月に計28回行った。ゼミ
生12名が１回３～４名単位の輪番で活動を担当した。
金曜日に藤女子大学の大量調理室において、ベーグル
製造（図３）を行い、土曜日には、ベーグル製造に加
えて、ラップ包装、販売するための成分表示や種類の
シール貼り、販売をとれのさとで実施した。作業内容
の決定はサムリブの１日のスケジュールと同様に、Ａ
さんが自分の体調・気分等を考慮し決定できるように
した。１回の活動時間は、先行研究を参考とし３～５
時間とした웒웗。毎回支援員が同行し、支援員と協議しな
がら活動を実施していった。
毎回の活動後、Ａさんはチェックリストを用いて作
業の自己評価を行い、自由記載では、うまくできたこ
と、難しかったこと、今後気を付けることなどを日誌
に記録してもらった。
⑶ 記録と分析・評価
障害者の労働能力の共通尺度は存在しない웓웗ため、
製造工程に対して事例検討웋월웦웋웋웗を行い、チェックリス
トを用いた作業12項目に尺度を設定した。尺度を設定
する際には、パン製造や調理の有識者10名を対象に、
それぞれの工程の難易度を検討し、①生地を作る＝３
点、②１次発酵＝４点、③生地を分割する＝５点、④
丸める＝５点、⑤成型する＝４点、⑥２次発酵＝３点、
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⑦ケトリング＝４点、⑧焼く＝３点、⑨袋に詰める＝
３点、⑩洗い物＝３点、쑦썬片づけ＝３点、쑦썭販売（会
計は含まない）＝４点と設定した。12項目の合計点は
44であり、毎回のＡさんの作業実施難易度を示した。
また、実施経験工程数を延べで積み上げ、その獲得経
験数を示した。
毎回のＡさんのチェックリストや日誌、担当者の記
録、活動終了後のＡさんおよび支援員のインタビュー
について、先行研究웋워웗を参考に①製造技術②コミュニ
ケーションに分けてまとめた。
４．結果及び考察
Ａさんは４～９月の活動の内、17回参加した。その
うち、事前練習や、体調不良による欠席のため、チェッ
クリストの記入は13回でありその記録を分析の対象
とした。
実施した工程のチェックリストを表１に、担当者に
図3 ベーグル製造作業工程
表1 実施した工程のチェックリスト
工程
実施 未実施
①生地を作る
②１次発酵する
③生地を分割する
④丸める
⑤成型する
⑥２次発酵する
⑦ケトリング
⑧焼く
⑨袋に詰める
⑩洗い物
쑦썬片づけ
쑦썭販売 ４
３
３
３
３
４
３
４
５
５
４
３
回
点数
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13
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よるＡさんの行動記録を表２に示した。また、Ａさん
の自由記載とそれに対する担当者の考察を表３に示し
た。
図４は、Ａさんの製造技術獲得の推移を示したもの
である。チェックリストの記録を評価するため、Ａさ
んが行った工程の難易度を示した。このグラフは、横
軸に回数、折れ線グラフにその日の難易度、棒グラフ
に実施経験工程数を示した。
難易度は、当日行った工程数に相関するものである。
１回目は、全体の作業工程を見学し、⑩洗い物、쑦썬片
づけの２工程を実施した。２～４回は４～５工程を実
施し、５回目には、店頭に並べる最後の仕上げである
⑨袋詰め（シールの貼付含む）を実施した。７回目は、
쑦썭販売に集中させたため、難易度は低値を示した。最
高値は９回目であり、多くの工程を実施できた。難易
度が不定である理由として、Ａさんの体調や情緒の変
化により、当日行う作業を積極的に決定できなかった
ことや、表３・回数８の記述にあるように、担当者に
よってＡさんに対する支援内容に差異が生じるなど作
業環境の変動があった。作業環境の変化は少ないほう
が有効であり웋웍웗、環境の整備が肝要であることが明ら
かであった。一方で、難易度が高い④丸める、⑤成型
するは、ほぼ毎回実施しており、これらの工程はベー
グル製造において積極的に実施したい作業であること
が示唆された。また、実施経験工程数は、回数を重ね
るごとに増加し、９回目は９工程を実施し、11回目で
全ての工程を経験した。
図５、６は、活動終了後のＡさんの感想、支援員の
インタビュー内容である。
支援員へのインタビューから、Ａさんの変化が２つ
挙げられた。１つ目は、自己表現の変化である。平成
25年４月からサムリブに通所しているが、それまでは
高等養護学校に通っていた。そこでは「先生に指示さ
れたことをただやる」ということがほとんどであった
ため、今まで自分の意志で動くことは少なく、自分で
決めることが苦手であった。
担当者らは、Ａさんに対してできるかできないか、
どちらがやりたいか等、自分で選択できるように問い
かけながら活動していた。これにより、Ａさんは自分
ができること、やりたいことの意思決定や意志表示が
できたことを自己認識した。２つ目は、Ａさんに自信
がついたことである。ベーグル製造において、サムリ
ブでの自分の役割を見出した。また、自分一人でなく
集団の中で何かを作り上げ、協力し合うことの大切さ
を知り、その中で自分の役割をみつけたということが
Ａさんの自信に繫がったようである。さらに、Ａさん
の感想と、支援員のインタビューのどちらにも、Ａさ
んが「いらっしゃいませ」とお客様に言うことが出来
たことが挙げられており、自己評価が客観的評価と一
致していることがわかった。
５．まとめ
本研究では、石狩産小麦を用いた「いしかりベーグ
ル」のレシピ譲渡とともに、福祉事業所利用者の製造
図4 Ａさんの製造技術獲得の推移
★
図
４
は
表
２
の
前
に
入
れ
る
⬅
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石狩市の地産地消における福祉事業所利用者（障がい者）への就労支援
技術獲得へ支援をすることを目的とした。その結果は、
次のようにまとめらえる。
⑴ 製造技術の獲得
作業工程は12項目あり、実施経験工程数は、回数を
重ねるごとに増加していった。なかでも、④丸める、
⑤成型する、の工程は、ほぼ毎回実施したこともあり、
作業速度、正確性のスキルが向上した。このことから
積極的に選別した作業は、作業内容の把握が早く、早
期の技術獲得につながることがわかった。なお、障が
い者が自己評価を行う際、一般的な行動基準より具体
的な基準にしたほうが、その行動は改善される웋웎웗こと
から、自己評価を行っていたチェックリストは項目を
より具体的なものにするという改善が必要であること
がわかった。なおＡさんは活動終了後のひと月後に、
ベーグル製造のフローチャートに従い確認した結果、
全工程を理解、記憶していた。
⑵ コミュニケーション
当初、支援員が傍にいないと落ち着かない様子だっ
表2 担当者によるＡさんの行動記録
回 考 察
１
とれのさとの加工場での活動。初めてなので加工場の見学をした。Ａさんが行ったのは洗い物、片付けのみで、
あとは販売場に立って見学した。
２
④丸める、⑤成型する、を初めて行った。⑦ケトリングは裏面表面をそれぞれ10秒ずつ行うことを指導すると、
きちんと数えていた。鍋が高くて熱そうだったため、底の浅い鍋に替えると、「ありがとうございます」とお礼を言っ
た。
３
前回と同様の作業をした。前回の反省を踏まえ、ベーグルの袋に貼るシールをはがし易く準備しておくと、作業
しやすそうであった。④丸める、⑤成型する、の２点を重点的に作業していたが、形がきれいでないと納得いかな
い様子で、時間はかかってはいるもののきれいに成型していた。ケトリングの時間を覚えているか訊ねると、10秒
と正しく記憶していた。自分の作業が終了すると販売の様子を見学していた。
４
④丸める、⑤成型する、⑩洗い物、쑦썬片づけ、をした。その他にも⑧焼く作業の際にはオーブンを開ける作業を
手伝っていた。共同作業が嬉しそうな様子であった。
５
これまでの活動で最も多い④丸める、⑤成型する、⑦ケトリング、⑨袋に詰める、⑩洗い物、쑦썬片づけ、の６項
目の作業を行った。また、期間限定ベーグルのりんごジャムを包む、生地をめん棒で伸ばす作業を行ったが難しい
そうなであった。④丸める、⑤成型する、はスピードは速くはないがとても慣れてきた。⑨袋に詰めるはベーグル
をラップで包む作業であるが、注意点を担当者から聞き、それに習って作業していた。
６
④丸める、⑤成形するの作業のスピードが上がっていた。ベーグルをこねるときのマット、さらしを洗濯機で洗
うのだが、Ａさんは洗濯機のゴミをとてもきれいにとっており、支援員によると、Ａさんのこだわりであるとのこ
とだった。また、ベーグルに焼印を押すこともした。初めてだったので少しこわがっていたが、最後まで頑張って
作業をしていた。
７
쑦썭販売の他にシール貼りをしたのだが、シールの貼り方を細部まで気にしていた。販売場所に立ち、初めて実際
に販売をした。支援員と相談をし、販売をいきなり行うことは難しいと判断し、まずは「いらっしゃいませ」と声
を出し、お客様に頼まれた種類と個数をＡさんに伝え、それを袋に詰めるという形をとった。Ａさんはとても緊張
している様子であったが、後半になると作業のスピードが上がっていた。
８
期間限定ベーグルのりんごジャム作成の切さいを行った。切さいは初めてではなかったが、包丁の使い方を指導
し、注意点も伝えるとその通りに使用していた。
９
全活動で最も多い９項目の工程を実施した。初めて二次発酵を行った。また、今回も販売に立ち、第７回目と同
じように実施した。緊張しながらも前回のことを思い出しながら慎重に動いてる様子であった。
10
チェックリストにない作業であるが、材料の計量をしてみたいか聞いたところ、うなずいたので、砂糖、塩、イー
ストの計量をさせてみた。初めての工程であったため、とても慎重に実施しており、計り始めと終わりに必ず私た
ちに確認をとっていた。また、④丸める、⑤成型する、はスピードもかなり上がり、確実にきれいに成型できるよ
うになった。
11
10回目でＡさんが計量した材料を、本人がこね機に入れて生地を作った。また、初めて分割を行った。分割は「１
つの生地から20個のベーグルができる」ので「生地の全体量を計って20で割る」ことを伝えたが、なかなか理解
できない様子であった。
12
期間限定ベーグルのイチゴジャムを生地で包む作業をした。２人が組になり生地をめん棒で伸ばす、伸ばした生
地にジャムを包み、丸く成型するというように行った。Ａさんは後者を担当したが、ジャムが出てこないように生
地をつなげる作業がとても丁寧で正確であった。
13
期間限定ベーグルであるいちごジャム作成の切さい、切さい後のいちごを煮るという火を使う作業にも挑戦した。
いちごの切さいは初めてだと言って緊張していたが、正しく切さいをしていた。
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表
3
Ａ
さ
ん
の
活
動
に
つ
い
て
の
自
由
記
載
（
抜
粋
）・
そ
れ
に
対
す
る
担
当
者
の
考
察
回
数
自
由
記
載
自
由
記
載
に
対
す
る
考
察
１
シ
ー
ル
を
貼
り
ま
し
た
。
シ
ー
ル
が
と
り
ず
ら
く
て
や
り
に
く
か
っ
た
で
す
。
で
も
頑
張
り
ま
し
た
。
初
め
て
販
売
を
や
り
ま
し
た
。
き
ん
ち
ょ
う
し
た
り
足
が
痛
く
な
っ
た
け
ど
、
お
姉
さ
ん
達
と
一
緒
に
ベ
ー
グ
ル
パ
ン
を
売
り
ま
し
た
。
全
部
売
れ
ま
し
た
。
良
か
っ
た
で
す
。
記
述
に
『
緊
張
し
た
』
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
ち
ら
か
ら
見
て
い
て
も
初
め
は
と
て
も
緊
張
し
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
指
導
を
し
っ
か
り
と
聞
き
一
つ
一
つ
の
作
業
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
た
。
２
今
日
は
と
て
も
ベ
ー
グ
ル
パ
ン
作
り
が
や
り
ず
ら
か
っ
た
で
す
。
成
形
を
し
ま
し
た
。
お
姉
さ
ん
達
に
「
き
れ
い
だ
ね
」
と
ほ
め
ら
れ
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ケ
ト
リ
ン
グ
を
や
り
ま
し
た
。
明
日
も
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
２
回
目
に
し
て
、
上
手
に
成
型
を
し
て
い
た
た
め
、
Ａ
さ
ん
を
褒
め
る
と
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
た
。
３
シ
ー
ル
を
貼
り
ま
し
た
。
今
日
は
お
姉
さ
ん
達
が
３
人
位
し
か
い
な
く
て
人
数
が
少
な
か
っ
た
け
ど
み
ん
な
と
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
た
。
成
形
を
す
る
時
に
、
パ
ン
が
か
ん
そ
う
し
て
い
て
や
り
ず
ら
か
っ
た
で
す
。
『
成
型
を
す
る
と
き
に
、
パ
ン
が
か
ん
そ
う
し
て
い
て
や
り
ず
ら
か
っ
た
』と
あ
り
、
生
地
が
乾
燥
し
て
い
る
と
生
地
の
扱
い
が
難
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
た
。
４
今
日
は
コ
ロ
コ
ロ
丸
め
る
の
が
上
手
に
で
き
ま
し
た
。
成
形
も
や
り
ま
し
た
。
洗
い
物
を
頑
張
り
ま
し
た
。
明
日
も
お
姉
さ
ん
達
と
一
緒
に
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
丸
め
る
作
業
が
う
ま
く
い
っ
た
と
喜
ん
で
い
た
。
最
後
の
挨
拶
で
は
恥
ず
か
し
が
り
な
が
ら
も
「
さ
よ
う
な
ら
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
挨
拶
し
て
い
た
。
５
ケ
ト
リ
ン
グ
を
頑
張
り
ま
し
た
。
洗
い
物
を
頑
張
り
ま
し
た
。
袋
に
詰
め
る
の
を
や
り
ま
し
た
。
シ
ー
ル
を
貼
り
ま
し
た
。
丸
め
る
の
を
頑
張
り
ま
し
た
。
成
形
す
る
の
を
頑
張
り
ま
し
た
。
今
日
は
初
め
て
リ
ン
ゴ
の
生
地
を
の
ば
し
ま
し
た
。
頑
張
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
活
動
で
最
も
多
い
作
業
工
程
を
こ
な
し
た
た
め
、
少
し
疲
れ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
が
、
初
め
て
行
う
作
業
に
も
支
援
員
に
促
さ
れ
る
と
で
き
た
。
ま
だ
、
支
援
員
の
導
き
が
必
要
で
あ
っ
た
。
６
今
日
は
と
て
も
大
変
で
し
た
。
で
も
最
後
ま
で
皆
と
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。
今
日
は
初
め
て
、
パ
ン
に
「
Ｆ
」の
マ
ー
ク
を
押
し
ま
し
た
。
少
し
怖
か
っ
た
で
す
。
明
日
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
頑
張
り
ま
す
。
本
文
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
初
め
て
Ａ
さ
ん
自
ら
「
洗
っ
た
も
の
を
ど
こ
に
し
ま
え
ば
良
い
か
」
を
私
た
ち
に
尋
ね
、
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
た
。
支
援
員
は
「
初
め
て
の
こ
と
」
と
言
っ
て
お
り
、
私
た
ち
に
も
慣
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
７
今
日
は
３
人
の
お
姉
さ
ん
と
や
り
ま
し
た
。大
変
だ
っ
た
け
ど
皆
と
一
緒
に
最
後
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。シ
ー
ル
貼
り
を
や
り
ま
し
た
。
販
売
を
や
っ
た
と
き
に
、
お
ば
さ
ん
が
来
て
最
初
は
プ
レ
ー
ン
を
「
２
つ
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
で
も
プ
レ
ー
ン
を
１
つ
戻
し
て
豆
を
１
つ
ち
ょ
う
だ
い
と
言
い
ま
し
た
が
や
っ
ぱ
り
、
も
う
１
つ
た
し
て
と
言
わ
れ
て
頭
の
中
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ
て
私
は
混
乱
し
て
し
ま
い
、
分
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
お
ば
さ
ん
に
渡
そ
う
と
し
た
ら
、「
こ
っ
ち
は
急
い
で
る
ん
だ
わ
っ
」と
言
い
な
が
ら
怒
っ
て
い
き
ま
し
た
。
と
て
も
び
っ
く
り
し
て
す
ご
く
怖
か
っ
た
で
す
。
お
客
様
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
Ａ
さ
ん
は
、
販
売
に
恐
怖
心
を
抱
い
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、「
様
々
な
人
が
い
る
の
だ
よ
、
大
丈
夫
だ
よ
」
と
長
い
時
間
、
支
援
員
に
指
導
さ
れ
そ
ば
を
離
れ
ら
れ
ず
に
い
た
。
し
か
し
「
こ
わ
い
」と
言
い
な
が
ら
も
再
び
販
売
に
挑
戦
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
作
業
工
程
に
つ
い
て
は
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
対
す
る
対
処
に
つ
い
て
は
、
理
解
不
足
で
あ
る
。
自
己
判
断
せ
ず
支
援
員
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
８
今
日
は
、
お
姉
さ
ん
た
ち
４
人
と
や
り
ま
し
た
。
今
日
は
あ
ま
り
指
示
を
出
し
て
く
れ
な
か
っ
た
り
し
て
、
「
ど
う
し
た
の
か
な
？
」 「
大
丈
夫
な
の
か
な
？
」 「
明
日
は
ど
う
な
る
の
か
な
？
」
と
心
配
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
感
情
を
表
現
す
る
記
載
が
あ
っ
た
。
私
た
ち
が
日
誌
の
内
容
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
Ａ
さ
ん
自
身
が
そ
の
思
い
を
話
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、『
今
日
は
あ
ま
り
指
示
を
出
し
て
く
れ
な
か
っ
た
り
し
て
、「
ど
う
し
た
の
か
な
？
」「
大
丈
夫
な
の
か
な
？
」「
明
日
は
ど
う
な
る
の
か
な
？
」
と
心
配
に
な
り
ま
し
た
。』
と
あ
る
よ
う
に
、
何
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
を
き
ち
ん
と
伝
え
な
い
と
、
戸
惑
い
な
が
ら
作
業
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
Ａ
さ
ん
の
特
性
で
あ
り
、
先
々
に
指
示
を
し
て
い
か
な
い
と
Ａ
さ
ん
が
自
ら
行
動
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、「
次
は
こ
れ
を
や
ろ
う
」と
Ａ
さ
ん
に
対
す
る
声
掛
け
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
９
今
日
は
最
初
に
シ
ー
ル
貼
り
を
や
り
ま
し
た
。
ラ
ッ
プ
に
プ
レ
ー
ン
、
ト
マ
ト
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
豆
、
な
ど
の
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
時
に
、「
Ｆ
」の
マ
ー
ク
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
で
私
は
パ
ン
の
う
ら
に
賞
味
期
限
の
シ
ー
ル
を
貼
る
と
き
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
貼
れ
ば
い
い
の
か
な
ぁ
と
お
姉
さ
ん
た
ち
に
は
聞
け
な
か
っ
た
け
ど
少
し
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
10
今
日
は
明
日
の
分
の
砂
糖
（
80
g）
塩
（
15
g）
イ
ー
ス
ト
（
10
g）
な
ど
の
調
味
料
を
計
量
し
ま
し
た
。
と
っ
て
も
忙
し
く
て
大
変
で
す
ご
く
疲
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
最
後
ま
で
お
姉
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
一
生
懸
命
あ
き
ら
め
な
い
で
頑
張
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
ベ
ー
グ
ル
の
製
造
量
が
多
か
っ
た
た
め
、
私
た
ち
も
Ａ
さ
ん
も
疲
れ
て
い
た
。
し
か
し
、『
最
後
ま
で
お
姉
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
一
生
懸
命
あ
き
ら
め
な
い
で
頑
張
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。』
と
あ
っ
た
。
ま
た
11
回
目
で
は
初
め
て
行
っ
た
作
業
が
あ
り
、『
少
し
難
し
か
っ
た
け
ど
、
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
練
習
し
て
き
ち
ん
と
覚
え
て
出
来
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。』
と
あ
っ
た
。
前
半
よ
り
も
前
向
き
に
物
事
を
考
え
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
11
今
日
は
初
め
て
分
割
を
や
り
ま
し
た
。
少
し
難
し
か
っ
た
け
ど
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
練
習
し
て
き
ち
ん
と
覚
え
て
出
来
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
今
日
は
前
の
時
よ
り
少
し
良
か
っ
た
の
か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
が
ち
ょ
っ
と
進
む
の
が
遅
か
っ
た
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
12
や
っ
ぱ
り
パ
ン
を
作
る
と
き
に
し
て
も
何
か
を
す
る
と
き
で
も
勝
ち
負
け
は
何
も
関
係
な
く
て
た
だ
必
要
な
こ
と
は
皆
と
一
緒
に
協
力
し
て
手
早
く
て
い
ね
い
に
し
っ
か
り
と
し
た
丸
い
形
で
き
れ
い
に
売
っ
て
笑
顔
で
接
客
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
作
業
中
に
、「
ほ
か
に
何
が
や
り
た
い
？
」な
ど
と
問
う
と
自
分
で
考
え
て
選
択
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
支
援
員
は
「
今
ま
で
自
分
で
選
択
す
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
、
す
ご
い
進
歩
」
だ
と
言
っ
て
い
た
。
ま
た
、
楽
し
そ
う
に
作
業
を
し
て
お
り
、
環
境
へ
の
慣
れ
や
人
間
関
係
の
構
築
が
な
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
13
初
め
て
い
ち
ご
を
切
っ
て
み
ま
し
た
が
、
上
手
に
出
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。
『
初
め
て
い
ち
ご
を
切
っ
て
み
ま
し
た
が
、
上
手
に
出
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。』
と
あ
り
、
包
丁
を
も
つ
の
は
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
が
、
い
ち
ご
を
切
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
た
め
、
Ａ
さ
ん
は
「
上
手
に
で
き
た
」
と
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
様
子
で
あ
っ
た
。
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たり、うつむいていることが多く、指示を出しても支
援員に促されないと実行できず、自信がない様子で
あったが、回を重ねるごとに、環境に順応していき、
担当者の顔を見て話を聞く、指示を出すと頷くなど、
信頼関係の構築が見られ、支援員の姿が見えないとこ
ろでも担当者らと積極的に活動ができており、前向き
な気持ちや言語行動が増えていった。また、接客に関
しても積極的に行うなど、Ａさんの精神的な成長がみ
られたことや、コミュニケーションスキルが高まった
ことが示唆された。
以上のことより、Ａさんがベーグルの製造技術を獲
得することできたことは明らかである。さらに、石狩
で生活する障がい者に石狩産小麦「春よ恋」を用いた
ベーグルの製造技術獲得支援・レシピ譲渡を行ったこ
とで地産地消活動の拡大に貢献することができた。サ
ムリブでは加工施設を設け、平成26年４月からベーグ
ルの加工販売が開始されることが決定している。
今後の課題として、対象者の特性・能力や環境をよ
り深く理解し、適正な支援方法を確立することである。
これらを検討しより効果的な技術獲得支援を行ってい
きたい。
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注
※１ 障害と障がいの表記について（北海道の場合）．
平成18.2.15より，保健福祉部局及び各支庁
保健福祉事務所において試行（「障害」→「障が
い」表記）．
障害：法令や条例等に基づく制度や施設名等
の名称・組織名・事業等の固有名詞・医学用語
など専門用語として漢字が適当な場合に用いら
れる．
障がい：「障害」という言葉が単語あるいは熟
語として用いられ，前後の文脈から人や人の状
況を表す場合に用いられる．
※２ ノーザン・ノーサン：平成13年営農開始，石狩
市八幡町高岡に所在する．事業主は岩城国男氏．
イコロランを使用したカタラーナ，シフォン
ケーキ，ロールケーキの販売が2013年夏から開
始された．作物の生産のみならず，流通，生産
現場の抱える問題点など様々な情報を発信して
いる．（イコロとは，アイヌ語で宝物という意味
を持つ）
※３ はるきちオーガニックファーム：平成16年営
農開始，石狩市花畔に所在する．事業主は小林
卓也氏．農薬を使用しない有機農業を行ってい
る．また野外ロックフェスティバルなどのイベ
ントに出店し，石狩市における農産物販促の貢
献度は高い．
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図6 支援員へのインタビュー内容
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